















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Average 0．569 0．900 1．212、 1．497 1．751 1．924
Back－ca1。
　　（SL）
































Average 0．516 0．833 LO97 1．372 1．631 1フ62
Back－ca1。
（S：L）





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 m2（193．0）　　f4　（115．4）　　　1995．6．17　　　　　19．18 46 243 278 15．54±0。96
































































17 鵬9（l13．0）　　f17　（89．4）　　　19956．28　　　　　17．07 20 245 526 15．85±179
Avera墓e
　SD
Average
　SD
20．86　　　　　　3171
3．24　　　　　　　　1314
196．29
6914
369
121
14．99
2．07
第5章　総合討論
　希少淡水魚といわれるアリアケギバチの現在の生息状況を明らかにするため
に、地理的分布、生活史、産卵行動等を研究し、その結果について考i察してき
た。第5章では、これまでの研究結果を総合的に考察し、アリアケギバチの危
急性を検：討し、今後の保全対策について論じる。
　まず第1章では、これまでの知見から本葬のおかれている現状についてまと
めた。第2章では、零種の地理的分布および現在の生息状況について研究した。
また本種の近縁種であるギギの九州における分布も研究し、両種の種問関係に
ついて考察した。　　　　　　　　　　　　．
　アリアケギバチは九州東岸を除く14水系27河川に生息を認め、過去に生息記
録のある河川の大部分に現存することを確認した。一部の水系の限られた生息
地の個体数は回復の傾向が見られたが、全体的には各水系の生息地は細分化さ
れていると推察された。幾つかの水系では個体群の消滅が懸念された。
　近縁種のギギはアリアケギバチが生息しない瀬戸内海に面する1！水系に連続
分布し、さらに球磨川にも不連続分布することを確認した。球磨川には琵琶湖
固有魚種が多数生息することから、球磨川のギギは琵琶湖産アユの放流にとも
なう移入と推察された。球磨川には過去にアリアケギバチの生息記録があるが、
今回の調査では生息は確認できず、両種が共存しているかどうかは不明である．
しかし、両種が混在している可能性があるのは球磨川のみで、分布域が隣接す
る地域においても共存河川がみられないため、両種には生態的競争関係が存在
し、地理的に住み分けていると推察された。
　第3章では筑後川における流程分布、初期生活史、成長、繁殖、食性等につ
いて検討した。筑後川における現在の分布の中心は中流域であるが、各生息地
は強度に分断・孤立化していると推察された。
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　本種の産卵盛期は6下旬～7月上旬で、天然産卵場の観察から、中流域では
主にやや強い流れがある瀬や水路沿いの、幻影植物の根元や礫の間隙に横穴を
掘り、産卵床を造成すると推察された。産卵様式は1産卵期1回型であるが、
その年の環境によっては一部に多回産卵する個体が存在する可能性が示唆され
た。飼育下における初期発育の観察によれば、放卵後の卵は魚油が2。0～2。4
㎜の球形の粘着雌性卵で、産卵後約3日で1噛した。艀化魯魚は全長42～4．5
㎜、6明で全長9．7～10．3㎜となり後期訓諭、8日で全長！4．4～14．8㎜
となり稚魚期に達した。艀化後10日～2週間までの稚魚は産卵床で雄により保
護された。筑後川における仔稚魚の出現から、7月中旬～8月中旬が新規加入の
時期と推察された。
　年齢形質として第6椎体を用い、年齢、成長、成熟を調べた結果、雄は同年
齢の雌より大型になり、生残率も高いと結論した。雄は満1歳で半数、雌は満
2歳で過半数が成熟すると推察された。各年級の性比を比較し、産卵群の性比
は雄に偏っていると推察された。
　胃内容物組成から、本志の主要な餌：料は水生昆虫類と推察された。本種は、
ユスリカ類、．カゲロウ類、トビゲラ類をよく利用し、これらの生息場である瀬
や、抽水植物の茂みが本種の採餌場であると推察された。本種の摂餌場として、
河床鮮血や流路の直線化の行われていない、複雑な流路形態を持つ河川を維持
する必要があると結論した。
　第4章では繁殖生態をより詳細に把握するため、飼育下における産卵行動を
観察した。産卵は雄がシェルター内に形成した産卵床に雌を誘導し、以後シェ
ルター内で相互の追尾、雄の雌頭部への抱擁、鉱油、雌による卵の救世、巣穴
からの雌の退去という一連の行動を繰り返すことにより行われた。産卵継続時
間は！～5時間で、1500～4800粒の卵を数分間ごとに数十回に分けて放出した。
配偶システムは一夫多妻制であると推察された。体長比（雄／雌）が1．4より
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小さいペアでは配偶時間が長く、ばらつきも大きくなる傾向が認められた。配
偶時間の延長は親魚の繁殖コストを増加させると考えられ、体サイズの小さな
雄の若齢魚は生理的に成熟していても配偶者として雌に選択されにくく、繁殖
参加は生理的成熟年齢より1、2年遅れる可能性が示唆された。
　上述の結果にもとづき、以下に本種の危急性を評価し、さらに保全対策につ
いて論じる。九州全域の生息調査により、分布域は現在でも十分に広く、一部
の河川では個体数も回復していると推察された。しかし、20～30年前には各河
川の支流や周辺水域にも広く分布していたが、現在の各河川の生息地がごく限
られた範囲に限られることから、生息地は細分化され、各生息地の面積は縮小
していると推察された。調査時の状況から判断して各生息地の面積は数千～数
十万m2で、現在の各水系の生息面積は流域面積の！0パよセントに満たず、全生
息面積は約2000㎞2と推察される。いくつかの水系では個体群の消滅も示唆さ
れた。
　球磨川では過去に生息が記録されているアリアケギバチ（環境庁，1988）は
確認できず、ギギの生息を確認した。球磨川のギギは琵琶湖からの移入による
と推察された。ギギが今後さらに分布を拡大すれば、競争種としてアリアケギ
バチの個体群を駆逐していく可能性もある。これらのことを踏まえるとアリア
ケギバチの生息基盤は依然として脆弱と結論できる。
　環境庁は現在、レッドデータブックの改訂作業中で、それにあわせて定量的
評価基準を導入したIUCN（世界自然保護連合）のレッドリストのための新カ
テゴリーを採用する予定である（小林，！997）。水産庁も！994年から「日本の
希少な野生水生成物に関する基礎資料」を毎年作成し、現在、1995年度版まで
公表されているが、これによる指定は暫定的なもので、最終的には5ヶ年分の
資料をもとに最終的な評価をし、水産庁版レッドデータブックを作成するとし
ている（佐久間，！997）。
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　IUCNのレッドリスト新カテゴリーでは、絶滅リスクを判断する資料のある
種を、絶滅（Extinct）＊、野生絶滅（Extinct　in　thc　wild）＊、絶滅危惧
（Threatencd）＊、低リスク（：Low　risk）＊に区分し、さらに、絶滅危惧を絶滅リ
スクの高い順に絶滅危惧！A類（Cdtically　endange　r。d）＊、絶滅危惧1B類
（Endangerd）＊、絶滅危惧2類（Vu㎞erable）＊の3カテゴリーに区分する（矢原，
！996）。新カテゴリーは
1）誰でも同じように運用できるシステムを示すこと。
2）絶滅のリスクに影響する様々な要因をどう評価するかについて、明確なガ
　　イドラインをつけた基準を示し、分類基準の客観性について改善をはかる
　　こと。
3）様々な分類群に亘って相互に対照し、運用できるシステムを示すこと。
4）個々の種がどのように分類されるかについて、　「絶滅のおそれのある種」
　　リストの利用者に分かりやすい説明を示すこと。
を目的とし、それぞれの種がどのカテゴリーに当てはまるかを定めるため、個
体群の縮小率、現在の分布域および生息地の面積、成熟個体数、絶滅確率の推
定値等、5つの評価基準をもうけている（矢原，1996）。この基準に従い、本
種の絶滅リスクを評価すると、現在の推定生息面積（2000Km2）と生息地の分
断状況から絶滅危惧2類（Vu㎞erablc）に相当すると判断される。
　生物にとって生息地が分断・孤立化することは、単に生息面積が縮小し、全
体の生息数が減少することのみが問題となるわけではない。広域分布種であっ
ても、生息地が分断され、それぞれの集団サイズが小さくなれば、個々の集団
はカタストロフ（洪水や皐越といった自然災害や伝染病の蔓延のような希に起
きる事象）や遺伝的浮動、近交弱勢等の影響を受け、消滅しやすくなる
（Shaffer，198！；鷲谷・矢原，！996；巌佐・箱山，！997；田中，！997）。孤立
寧カッコ内はIUCNで用いられた原語。訳語は環境庁（1997）による。
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した集団間では個体の往来がほとんどないため一度消滅した集団は回復が困難
になり、メタ個体群（超個体群）全体の絶滅確率を引き上げる（Burkey，1995；
嶋田，1997）。
　本甲の生息状況を回復させるためには、生息地そのものを広く保ちつつ、局
所個体群（各生息地の個体群）間の移動、分散を極力妨げないようにする必要
がある。各生息地の距離があまりに離れていたり、移動の障害となる構造物が
あれば、局所個体群は相互に強く隔離されるであろう。また、個体の定住性が
強く行動半径が小さければ、生息平間の距離が比較的短くても、個体の移出入
はほとんどないかもしれない。これらのことを明らかにするために、水系ごと
の生息地の分布を調査するとともに、河川の利用様式やメタ個体群の構造や動
態を解明する必要がある。
　本藍の生息環境は主に、河形型がAa－Bb移行型～Bb型の水域で、河岸に領水
植物が繁茂し、河床が大小の浮石で覆われた早瀬と推察される。そして、第3
章の生活史の研究から、このような場所は本種の摂餌、産卵、稚魚の生育に重
要な場ζ推察された。個体数の回復が認められるのは比較的規模の大きな河川
で、護岸工事等がなされておらず、複雑な地形と自然植生を残した水域がまと
まった面積で残っているためと推察される。
　筑後川中流域のSt．1とSt．2の中ほどに位置する福岡県海洋技術セン
ター内水面研究所の周辺の農業用水路の両岸は、かつて石積みであった頃、梅
雨の時期には用水路に本草が多数見られたといわれるが、現在はそれらの水路
はすべてコンクリートの3面張り護岸となり、生息は確認出来なかった。本馬
の産卵場も本来こうした水路やごく小さな支流のような小規模水域であり、石
積みの用水路は好適な産卵場だったのではないだろうか。現在，各地で行われ
ている圃場整備により、本種にとって好適な産卵場の多くが失われたと推定さ
れる。
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　日本産淡水魚の春産卵型は用水路等も含め環境変動の大きい一時水域を産卵
場にするものが多いと言われる（斎藤ら，1988）。このように河川に生息する
淡水魚は、河川周辺水域も生活の場として利用しており、これらの生息環境の
保全のためには、河川本流のみならず、周辺水域の環境も同時に保全しなけれ
ばならない。
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要　約
　アリアケギバチ掬θαdo∂agπ5　a邸闘舶。認（Temmhユck＆Sch1。gel）は九州の河川
にのみ分布する日本産ギギ科魚類の一種である。本種は近年まで本州東部に分
布するギバチP。‘o勉”諮D6derleinと同種とされてきたが、　Watanabe　and　Ma。da
（！995）により別種として再記載された。異種はかつて九州全域に広く分布し
たが、河川環境の悪化により急速に減少し、環境庁（1991）により絶滅危惧種、
水産庁（1996）により減少種に指定された。本研究では希少淡水魚であるアリ
アケギバチの危急性を評価するために、地理的分布および筑後川における生活
史について研究し、以下の結果を得た。
1，アリアケギバチは九州東岸を除く14水系27河川に生息し、既知の分布域の
大部分に現存することを確認したが、全体的には各水系の生息地は分断され、
縮小していると推察された。また、球磨川、甲突川など幾つかの水系では個体
群の消滅が懸念された。
2．近縁のギギはアリアケギバチが生息しない瀬戸内海に面する11水系に連続
分布し、さらに球磨川にも不連続分布した。球磨川のギギは琵琶湖産稚アユの
放流にともなう移入によると推察された。球磨川以外に両種の分布に重複は認
められず、両種に競争関係の存在が示唆された。
3．筑後川における本種の分布の中心は中流域であるが、各生息地は極度に分
断・孤立化していると推察された。筑後川における本種の産卵期は6～8月で、
天然産卵場は、やや強い流れのある瀬や水路で、河岸の抽水植物の根や礫の間
隙に雄がトンネルを掘り産卵床を形成すると推察された。卵巣卵の発達様式は
原則として卵群同期発生型で、産卵は1産卵期1回型と結論された。
4．産卵された卵は卵径2．0～2．4mmの粘着平準卵で、産卵後約3日で罫書した。
艀化仔魚の体長は約4。4mmで、その後、約！0．Ommで後期仔魚、約13．Ommで稚
魚となった。体長約20．5mmで脂鰭が尾鰭から分離し、成魚と同じ形態となっ
た。筑後川では7月下旬～8月中旬に稚魚が出現し、当歳魚の新規加入と認めら
れた。
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5．第6椎体を年齢形質として年齢成長を調べ、同年齢の雌と比較し雄は大
型になると結論した。本直の成熟年齢は雄が満1歳、雌は満2歳と推察された。
筑後川におけるアリアケギバチの産卵群の性比は雄に偏っていると推察された。
6．アリアケギバチの夏期の食1生を明らかにするため、体長23．4～！86。1mmの
供試魚の胃内容物を調べた。すべての個体が水生昆虫を主に摂食しており、ア
リアケギバチの餌料は主にユスリカ類、カゲロウ類、トビゲラ類と推察された。
7。飼育下におけるアリアケギバチの産卵行動を観察したところ、雄がシェル
ター内に形成した産卵床に雌を誘導し、以後シェルター内で相互の追尾、雄の
雌頭部への抱擁i、産卵、雌による卵の撹梓、巣穴からの雌の退去という一連の
行動の繰り返しによる反復産卵を行った。産卵継続時間は1～5時間で、数分間
隔で500－4000の卵を数十回に分けて放出した。配偶システムは一夫多妻制であ
ると推察された。産卵後の雄に、Flapping、　Fanningなどの保育行動を認めた。
また産卵床への異物の侵入に対し、強い攻撃性を示した。雄は保育行動を稚魚
が産卵床から分散するまで継続した。
8．アリアケギバチは絶滅のおそれがあるとされながらもその評価は一様では
なく環境庁（！991）ではもっとも絶滅可能性が高い絶滅危惧種とされ、水産庁
（！996）’では4番目のランクである減少種となっている。これは近年の生息状
況の回復によるものではなく、生息情報の不足や定量的判定基準を持たないカ
テゴリ」を用いたことによる混乱である。本研究では、レッドデータブック新
カテゴリーにもとづきアリアケギバチを絶滅危惧2類と判断した。
9．品種の産卵場、採寸場、稚魚の生育場としても重要な自然植生の残る早瀬
や水路は、同時に河川改修の影響をもっとも受けやすい場所でもある。三種を
保護育成するためには、中流域の岸辺に抽水植物が繁茂する瀬や水路が連続的
に現れるような河川環境を維持することが肝要であると結論した。
10．各生息地の個体群間の相互関係や繁殖期以外の生息状況など本種について
は依然不明な点が多い。また、生息状況は水系ごとにかなり異なっていると考
えられる。幽幽の総合的な保全策を確立するために、今後、各水系における生
息地の分布を明らかにし、局所個体群の構造や動態などを調べる必要がある。
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Geographical　distrib腿tio践躍d騒e　history　of　t蝕e　Japanese　b盆grid，
　　　　凸ε麗40わα9ア駕5α翻γαηπαc麗5（remmi践ck＆nd　Sc腫ege1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s腿騰」醜躍y
　　　　P5ε忽。わαg㍑5α岬α鷹ガαc翻5　which　is　confined　to　Kyushu，　Japan，　has　been
considered　愈。　be　declining　drastically　and　th：reatened　by　environmentaI
deterio蝋ioh　such　as　riveズimprovements　and　water　pollutio豊．　However　the
current　di＄tributional　range　a：nd　ecological　characteristics　of　th鳥fish　are　unclear・
正nformation　on　their　exact　ra：nge　a：nd　Hfb　his驚ory　is　essential　fbr　conservi：【1g　the
fish．
　　　　The　present　study　on　the　geographicaf．　distrib］頃ion　i：n　K：yushu　a：nd　hfe
history　of　Pα聯α漉αcμ5　was　ca∬ied　out　in　the　Chikugo　River，　Kyushu　from
1993to　1996　to　c1韻fソits　living　situation。　The　results　obtained　are　as　followsl
　　　　1．、P磁駕鷹ぬ。翻3　was　observed　in　27　reaches　of　14　dver　systems，　and　was
found　in　most　of　the　localities　ever㎞own。　However　its　habitats　in　most　of　the
reaches　appearS　to　be　in　decline。　Several　populations　were　feared沁have　been
　　　　　　　　　　へ
destroyed　in’several　river　systems．
　　　　2。The　congener　species　Pη副∫c3ρ3　was　also　found　to　inhabit　ll　river
systems　in　northeast　Kyushu　facing　the　Seto　hland　Sea，　and　also　in　the　Kuma
Rive耶outhwes重Kyushu　where　it　might　have　bee簸in愈roduced　a而ficially　fヒom
Lake　Biwa。
　　　　3．Spawning　season　of　the　f至sh至s　during　Ju聡e　to　Augus奮，　a皿d　n．esting　sites
are　vacant　spaces　u蹴der　boulders　or　roots　of　emerged　plants　locatod　i：n　rapids　or
sma1丑碗蹴ne丑s　w覚h　densely　vegetated　b鋤ks．　The　fish　seom　toπemove　loose
material　f沁m　a　vac鋤t　space　to　make　the　spaw鍛ing　bod。　The　developmental
pattem　of　the　ovarian　eggs　is　synchronous蹴d愈hercfore面s　type　of　spawning
see㎜s　to　occur　once　a　season。
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　　　　4。Spawned　eggs　were　2．0～2。4㎜i鷺diameter　and　adhesive．3days　after
spawning　the　eggs　hatchedJust　hatched　larvae　were　4。4㎜罵and　reached
the　postlarval　stage　at　10。0㎜耽and　juvenile　stage　at　13．0㎜TL』1e
adipose負n　ofthe　luveniles　separa重ed倉om　cauda1飾，　a愈205㎜耽and　at　this
stage　the　juveniles　have　almost　the　same　extemal　characteristics　as　the　adult
五sh，　From　the　size。frequency　data，　the　wild　juve捻iles　begin　to　recmit　f虻om　the
end　of　July　to　the　middie　of　August．
　　　　5．Age　and　growth　were　estimated　based　on　the　6th　vertebra　as　an　age
characteL　Males　are　larger　than　females　at　the　same　age．　The　age　of　maturity
was　estimated　to　be　l　year　in　males　and　the　2　years　in櫛emales．　The　sex　ratio　of
tho　fish　in　the　Chikugo　River　seemed　to　be　biased　to　the　males．
　　　　6。Stomach　contents　of　ll　specimens倉om　23．4　to　186．1㎜孔were
bbserved　to．cla的the　feeding　habits　of　the負sh　in　the　su㎜er　season．細
individuals　fed　mainly　on　aquatic　insects　such　as　larvae　of　mayfly，　caddis　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
mosquito．　These　prey　seemed　to　be　principal　i総ms　fbr　the　fish．
　　　　7．亙naquariums，　males　fbrmed　spawning　beds　under　the　shelters　and
induced　f伽ales　there．　Ma霊ing　behavior　o鷺the　spawning　bed　was　carried　out
as　fbllows。　At血sいhe　malo　and£emale　chase　each　othor．　Then　the　male　wraps
his　body　around　the　fbmalels　head．　The　male　contiηued　to　hold　tho　fomale　for　tcn－
odd　soconds，　and　thcn　the　fbmale　spawn．s意he　eggs．　FinaUy，　f¢male　withdrew丘om
the　bed　stirr血g　eggs．　These　behavior　were　carried　out　repeatedly　over　l　to　5
hours，　and　f¢males　spawned　a　total　of　500－4000　eggs　by　installments　which
occurred　sevoral　te麗of　times．　Thc　mati聡g　system　of　R翻γα鷹∫αc翻3　app㈱rs　to
be　polyg＆mous．　Males　care　for　the　eggs，1arvae，　and　juvenilos　by　Happing，
fanlling　and　nest　defense鷲sing　aggressive　behavior。　These　behaviors　were
co鷺tinued　until　the　juveni互es　disperse血om　the鍛est
8．Pα岬α駕ぬ。醐was　considered　to　be　th鵬ate麗d　b就th㊤assessments　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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its　vulneズabili亀y　has　discrcpancy。温nvironmental　Agency（1991）defined　the　fish
as　a皿　‘‘Enda聡gered　Species”，　the　most　th罫eatoned　category　of　thc
Environme揃al　Agencyls　definition，　while　the　Fish暢ries　Agency（1996）defined
亀he　fish　as　a‘ζDeclin孟ng　Species”，t赴e　fourt赴rank　of　t強。　Fis紅ories　Agency’s
defini㊧ion・The　discropancy　betwee猷he　assessments　tho　two　agencies　does　not
indicate　the　recovery　of　tho　habitat　sta鵬，　but　co登f磁sio獄of　the　assessments　due
to　the　lack　of　information　a聡d　by　t姓e　utiliza愈ion　of　catego罫ics　without
qua鷺titative　criteria。　In　this　study，　the　vulnerability　of　Pσ翻㍑π磁。認εwas
judged　to　be‘‘Mlhlerable”based　on　the　new　categorization．　method　given　in
the．Japanese　Environme耐al　Agency「s‘ζRed　Data　Book”．
　　　　9．Rapids　and・channels　covered　with　natu罫al　vegetation，　are　important　50r
the　spawning，　f6eding，　and　breeding　sites　of　this　species，　while　these　areas　are
susceptible　to　dver　imp罫ovemon亀s．　We　sho孤1d　maintain　thc　rapids　and　channels
with　the　bank　cove罫ed　by　emerged　plant　to　conserve　Pα岬αη磁。翻＆
　　　　10．The　ecology　and　habitatτoquireme醐i簸tho鷺on－rep郵oductive　season
a皿d　i：n亀e卜populati◎ns　rolatio孤ships　of　丑　　α翻γαπ距αc麗5　are　unclear　yet．
Addi亀iohaUy，　its　livi聡g　status　seems　to　be　dif慣erent　i鷺each　river　system．　It　is、
necessary　to　cla］dfソthe　local　habitats　in　each：dver　system　and　to　research　the
structure　and　dynamics　in　each　population　to　establish　a　comprehensive
conservatio∬Plan．
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